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祝日休会

   10月 １日（日）

   ９月 19日（火）
   ９月 26日（火） 理事会（10月）・インフォーマルミーティング

海岸清掃・ＲＡＣ/ ＩＡＣ合同例会

   ９月 12日（火） ゲストスピーチ　東えみこさん

令和５年８月23日（水）   第3026回  例会   （本年度第６回）
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１　ガバナーの伊藤三之です。
　例年のガバナー公式訪問は、
一つひとつのクラブの昼例会に
おじゃまして、午前中に会長幹
事会を行い、その後、昼例会の
中で卓話をさせていただいてお
りましたが、私は、できれば近
隣クラブとの合同例会を開催し
ていただきそこにおじゃました
い、懇親会にも参加したい、ただ、会長幹事会は各
クラブ毎にきちんと開催したいとわがままを申し上
げました。
　鶴岡市内の４つのクラブ合同のこのような盛大な
例会にお招きいただき、大変光栄です。
　私がそのようなわがままを申し上げましたのは、
私が皆さんと酒を酌み交わしたいとの想いの他に、
そのような工夫をすることでガバナー公式訪問の効
率化を図り、結果的に、５０歳代の若い経済人もガ
バナーになりやすい環境を作る必要があるのではな
いかと考えたからです。
２　ゴードン・マッキナリー会長はスコットランド
の方ですが、年度テーマは、「ＣＲＥＡＴＥ ＨＯＰ
Ｅ ｉｎ ｔｈｅ ＷＯＲＬＤ　世界に希望を生み出そ
う」です。二つの時代背景があります。一つは、コ
ロナ禍によって、社会が、そして個人が分断され、
人びとの心の平穏、平和が崩れていることです。マッ
キナリー会長が、「メンタルヘルス」の重要性を説
くのもそのためです。二つめは、ロシアによるウク
ライナ侵攻です。私たちは、平和というのは実は当
たり前のことではなく、相当に努力しなければすぐ
に崩れ去ってしまうことを実感しました。マッキナ

リー会長は、世界に、地域に、そして人びとの心に
平和を取り戻そう、そのためには、いろんな場所、
いろんな時、いろんな事に希望を見出していこう、
世界に希望を生み出そう、と呼びかけているのです。
　私は、マッキナリー会長の年度テーマを受けて、
第２８００地区の今年度の地区基本方針を「ロータ
リーを語ろう　そして　ロータリーを楽しもう」と
しました。いろんな場所、いろんな時、いろんな事
に希望を見出していこう、という想いを、私たちが
ロータリアンとして実現していくためには、これま
でなかった何かをゼロベースで作り出すのではなく、
基本に立ち返り、私たちが普段関わっている一つひ
とつのロータリー活動をブラッシュアップすること
が近道だと考えたのです。自分がやっているロータ
リー活動の意味を、ねらいを、背景を、そしてその
活動の相手方の想いを、よくよく考えてみる、もう
少しの工夫をすることで、もっと効果が出る、喜ん
でいただける。そのために、もっと「ロータリーを
語りましょう」、そうすれば、もっとロータリーが
身近になり、理解でき、「ロータリーが楽しく」な

ります。逆から言えば、分からないまま何かをやっ
ているのではつまらないということです。「ストレ
スのないロータリーを目指しましょう」と言うこと
もできます。
３　ロータリーの核心は、「奉仕の理念」です。難
しいことではありません。世のため人のために何が
できるかを考えて心を込めて行動する。奉仕という
気高い志に基づく行為は、奉仕を受ける人たちに良
い効果を与えますが、それ以上に、奉仕をする側の
者にも、幸福感、喜びなど、人生で最良の価値を与
えてくれます。つまり、利他の精神が、結果的には
自分の幸せにつながる、そしてそれが自分を活かす
道であるということです。「超我の奉仕」及び「最
もよく奉仕する者、最も多く報いられる」との二つ
のモットーも同じ意味です。「ロータリーの目的」
についても、最初の前文について、「人生のあらゆ
る場面で奉仕の理念に想いを至して行動し、人生の
価値を高めることにある」と読み替えれば、とても
分かりやすいと思います（ここは、あくまで私見で
すが）。私たちロータリアンは、そのような志を共
有する仲間です。
４　１０月１日開催のロータリー奉仕デー「それぞ
れの最上川物語」ですが、第２グループは湯野浜海
岸清掃を実施していただけるとのこと、私も、第４

グループの寒河江、第５グループの中山での清掃活
動に参加した後に、１０時半頃には湯野浜に到着す
る予定です。
　最上川のゴミは、最終的には庄内の海岸に流れ着
きます。最上川を切り口に、環境問題やふるさとの
歴史や文化について考えてみましょう。
５　私は、１１月１２日に開催される地区大会の大
懇親会に関して、三つの約束をします。
　一つめは、大懇親会の冒頭の挨拶は私がやって、
佐藤孝子直前ガバナーに乾杯をお願いしますが、そ
こまでを３分以内で行います。つまり、開会から３
分以内で宴会を始めます。ストレスのないロータ
リー活動の一環です。
　二つめは、冒頭から１時間以内で満足できる酒、
料理の提供の仕方、アトラクションの企画をします。
遠くから参加されて、１時間程度で会場を後にしな
ければならないメンバーも多いのが実態であり、そ
のような方々にも満足してもらいたいからです。
　三つめは、地区内ロータリアンの１３酒蔵の酒を
提供します。こも樽を最上川の流れをイメージして
並べて、その酒蔵、関係するロータリアン、酒質な
どを紹介します。これも「職業奉仕」の一つの形だ
と考えるからです。
　一年間、どうぞよろしくお願いいたします。
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